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◎ 美術館情報  

1. 兵庫陶芸美術館 【兵庫・丹波篠山】 （https://www.mcart.jp/exhibition/e3304/） 

2022 年 3 月 19 日（土）～5 月 29 日（日） 

特別展： オールドノリタケ×若林コレクション－アールヌーヴォーからアールデコに咲いたデザイン－ 
オールドノリタケとは、株式会社ノリタケカンパニーリミテドのルーツ、森

村組および日本陶器によって、明治中期から第二次世界大戦期にかけ

て製作・販売・輸出された陶磁器を指します。19世紀後半、欧米では万

国博覧会が各地で催され、日本など異国への関心が高まります。明治

政府は機に乗じ、殖産興業政策の一環として陶磁器の生産を強化し、

各国に紹介します。この時代に創業した森村組と後に森村組が設立し

た日本陶器は、アメリカの販売拠点であるモリムラブラザーズと協働し、

欧米のニーズをいち早く取り入れ、多様な陶磁器を生み出しました。本

展では、欧米に学びながらも独創的な表現を拓いたオールドノリタケの

陶磁器やデザイン画など約250件を紹介します。日本屈指のオールドノ

リタケコレクションである若林コレクションから、多種多彩な意匠、技法、

器種の数々をお楽しみください。 

2. 滋賀県立陶芸の森 陶芸館 【兵庫・丹波篠山】 （https://www.sccp.jp/exhibitions/15573/） 

2022 年 3 月 5 日（土）～6 月 9 日（木） 

信楽窯業技術試験場移転記念展： ジャパン・スタイル－信楽・クラフトデザインのあゆみ 
世 界 的 なコロナ禍 を転 機 に、暮 らし方 への関 心 が高 まりつつありま

す。日常に癒しやくつろぎを求めようとする意識の変化にともない、生

活空間のなかで、いま手仕事の温かさと土の魅力を活かした普段づ

かいの〈うつわ〉のデザインが人々の注目を集めています。「デザイン」

という言葉が広く知られる契機は、1957年にはじまるグッドデザイン商

品選定制度にありました。同時に国際競争力の強化を目指したデザ

イン振興施策が相次いで打ち出され、日本独自の美意識を活かした

〈ジャパン・スタイル〉が探求されています。こうした動向のなか、クラフ

トデザイン運動の指導者として国内の陶産地で活躍したのが日根野

作三（1907～1984）でした。現在の信楽窯業技術試験場を拠点に

展開した、日根野のデザイン指導を通して、陶産地信楽のモノづくり

は新 たな活 路 を見 出 してゆきま す。日 根 野 や熊 倉 順 吉 （ 1920～

1985）の指導で、産地が一体となり火鉢低迷の苦境を乗り越えたあの頃。本展では、朝の連続ドラマ

でも記憶に新しい、活気に満ちた当時を振り返りつつ、いま信楽で話題の作家たちを紹介。新時代を

予感させる〈うつわ〉を提案します。 
 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの美術館等で、臨時休館やイベントの休止、展覧会の中止や開

催期間の変更、および入館方法等が変更になっています。 
状況が日々変動しているため、各施設の公式ホームページなどで最新の情報をご確認ください。 


